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１：新型コロナウイルス感染症の影響と取り組み

２：業績報告

３：課題と今後の方針

・セグメント別 感染症による影響
・セグメント別 感染症への取り組み

・2020年5月期決算報告
・セグメント別業績
・来期の予想



●2020年春の入室時期に休講→入室数の減少

●2020年5月期第4四半期 売上高の減少
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〔学習塾事業〕感染症による影響
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●オンライン授業システムの整備と実施

“子どもたちの学習を止めない”

●感染症対策の徹底

消毒、マスクやフェイスシールド着用での授業、換気等
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〔学習塾事業〕感染症への取り組み
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〔語学関連事業〕感染症による影響

●国内の英会話教室の休講で入室数が減少
●オーストラリアの語学学校の留学生が入国できないため

新規入室募集を一時停止
●日本語学校でも、

4月生の入国ができないため、入室数が減少
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〔語学関連事業〕感染症への取り組み

▼英会話事業

●オンラインレッスンの実施
・幼児向けコースは、休室が増加

・小学生～高校生、成人向けのコースは、オンラインでレッスンを実施

▼日本語教育事業

●オンラインレッスンの実施
・日本国内に既に入国している留学生

・2020年4月以降の留学予定者に対するレッスン（自国で受講）
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〔保育・介護事業〕感染症による影響

●保育・介護事業では、感染症の影響は軽微

●フードサービス事業では、企業向け弁当の販売が減少
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〔保育・介護事業〕感染症への取り組み

▼保育園

・自治体の指針に従って、従業員のマスク・消毒の徹底

▼介護施設

・外部からの来訪者に対して、消毒や来訪自粛のお願い

・施設内消毒の徹底

・従業員のマスク・消毒の徹底

▼フードサービス

・従業員のマスク・消毒の徹底

・工場消毒の徹底
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2：業績報告

1：新型コロナウイルス感染症の影響

３：課題と今後の方針

・2020年5月期決算報告
・セグメント別業績
・来期の予想

・セグメント別 感染症による影響
・セグメント別 感染症への取り組み
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2020年5月期決算ハイライト

●創業以来、最高売上高を４期連続で更新

●感染症拡大の影響を受け、経常利益は-88百万円

●保育園開園に伴う補助金収入1,648百万円を計上し、

親会社株主に帰属する当期純利益500百万円
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2020年5月期 セグメント業績

売上高

（百万円）
前年比

セグメント利益

（百万円）
前年比

学習塾事業 10,557 99.4％ 1,823 107.0％

語学関連事業 3,168 108.9％ -451
283百万円

損失増加

保育・介護事業 8,299 125.3％ -361
314百万円

損失増加

学習塾事業

48%

語学関連事業

14%

保育・介護事業

38%



▼学習塾事業
（学習塾・個別指導のフランチャイズ事業）
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セグメント別業績の推移
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▼語学関連事業
（英会話・日本語教育・国際人材交流・キャリア支援）
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セグメント別業績の推移
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▼保育・介護事業
（保育・介護・フードサービス）
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セグメント別業績の推移
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次期2021年5月期 進捗状況

▼2020年7月末顧客数

・学習塾事業：生徒数 （前年比95.7％）
⇒学習塾の入室数 7月末117.2％ 等 キャッチアップに努めている

・英会話事業：生徒数 （前年比96.1％）
⇒豪ELC除く、年内はオーストラリアへの留学生の入国は困難か

・日本語教育事業：生徒数 （前年比70.0％）
⇒入国できない学生に対して、短期コースの新設や

母国でオンライン授業を受けてもらう仕組み構築で売り上げを確保

・保育 介護事業：影響は軽微 顧客数 （前年比127.2％）
⇒安全と安心に最大限留意して営業継続
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次期2021年5月期 業績予想

2021年5月期業績予想については、

不確定要素が多く、慎重に見積もりを進めており、

確定次第発表いたします

〔業績予想が困難な理由〕

●現時点では、不確定要素が多い
・オーストラリアの語学学校の通常営業開始
・日本語学校の留学生の入学時期
・日本国内での感染症 第2波・3波による影響



新しいトピックス（キャリア支援事業）
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●新ブランド 「Hoikuroo Job（ホイクルージョブ）」

2020年8月

・インターネットを使用し、保育士と保育園を直接結ぶ採用の仕組み



新しいトピックス（介護事業）
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▼新ブランド 分散型サービス付き高齢者向け住宅「いこ和」

2019年11月「いこ和 神戸大倉山」開設



新しいトピックス（フードサービス事業）
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●新ブランド「 oyceee（オイシー）」

2020年7月

・オフィス宅配弁当

・高齢者施設配食サービス
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１：新型コロナウイルス感染症の影響

２：業績報告

３：課題と今後の方針

・セグメント別 感染症による影響
・セグメント別 感染症への取り組み

・2020年5月期決算報告
・セグメント別業績
・来期の予想
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中期的課題

「一生支援事業」を展開する企業へと進化

何よりも、従業員・お客様の安全と安心を大切に。

今後の成長のため、

5つの戦略テーマで売上・利益の向上へ
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5つの戦略テーマ

1．収益性の向上
従業員の育成による生産性の向上

既存事業のシナジー推進

2．人材の確保と育成
人材育成の3本柱の活用（リーチング、経営品質向上プログラム、アメーバ経営）

従業員満足度の向上

3．グローバルな事業展開
海外人材の有効活用

海外への積極的な展開

4．独自性の追求
既存商品の質の向上と進化

ICTの活用と進化

5．新規事業展開
シナジー効果の高いＭ＆Ａの活用

AIを活用した新規事業




